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１．はじめに 

大雪による樹木への着雪により，倒木の被害が発生する．

樹木への着雪現象は降雪時の気温に強く影響を受けるため，

温暖化により倒木の危険性が変化する可能性がある．倒木

被害の回避には，間伐などの森林管理の的確な実施が有

効な対策である．そのため，中長期的な森林経営計画の立

案に対して，倒木の危険性の将来変化に関する情報は有用

である．本研究では，地球温暖化対策に資するアンサンブ

ル気候予測データベース（以下，d4PDF）を用いて，日本周

辺領域の樹木着雪量の将来変化を評価した． 

２．研究手法 

d4PDF の 20km 解像度の領域実験データ（Mizuta et al., 

2017; Fujita et al.,2019)を使用して，着雪現象の気温依存性

を考慮した樹木着雪モデル(Katsushima et al., 2023)により，

着雪量の時間変化を推定した．過去実験は 61 冬期×50 メ

ンバー，2℃上昇実験は 61 冬期×54 メンバー，4℃上昇実

験は61冬期×90メンバーにおける年最大着雪量を計算し，

それらの確率分布から確率年最大着雪量を求めた．そして，

過去実験と将来実験の確率年最大着雪量を比較した． 

３．結果と考察 

再現期間 30 年の確率年最大着雪量は，西日本や東日本

の広い範囲で大幅に減少する傾向が見られ，北海道の道

北地方や，本州日本海側の北陸以北の標高の高い地域で

増加する傾向が見られた．これらの変化傾向は，2℃上昇実

験よりも 4℃上昇実験の方が顕著であった．西日本や東日

本の海岸に近い地域では，将来実験の再現期間 30 年の確

率年最大着雪量が 0mm と評価された箇所が多く見られた．

研究に使用した樹木着雪モデルでは，気温-4℃から 0℃の

範囲で気温の増加とともに着雪が成長しやすくなる効果を，

また，気温 0℃以上で気温の増加とともに着雪が成長しにく

くなる効果を表すモデルを採用している．将来実験で着雪

量の減少が推定された地域では，冬期の降水が気温 0℃以

上で生じることが多くなったことで，着雪量が相対的に減少

したものと考えられる．将来実験で着雪量の増加が推定され

た地域は，冬期の降水時の気温が他の地域と比較して低い

地域にあたる．将来実験で着雪量の増加が推定された要因

として，温暖化により冬期の降水時の気温が着雪の成長に

適した気温帯へと変化したことが考えられる． 
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図1 30 年確率年最大着雪量の過去実験と将来実験との変化率

（％）．灰色は将来実験の30年確率年最大着雪量が0mmと評価さ

れた箇所．上）2℃上昇実験，下）4℃上昇実験． 
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